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補助資料４ 算数科 協働的な学び 実践モデル 授業編 
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〈授業編 活用方法〉 

① 学習活動 

  協働的な学びを取り入れた算数科の授業の流れとなっている。実践モデルで示した学習活動は

活用の仕方に記載したように，児童の実態や単元の目標等に応じて選択したり，順番を変えたり

しながら活用していくものである。 

② 児童の協働的な学びを促す声掛け例 

  それぞれの学習活動において，どのような声掛けを行えばよいかを例示したものである。具体

的な声掛け例を示したことで，授業者は児童に合った声掛けを選択したり，参考にしたりしなが

ら協働的な学びを促すことができる。 

③ 算数科・協働的な学びに関する留意点等 

  算数科の学習に協働的な学びを取り入れる際の留意点を確認する。 

④ ＭＬＡとの関連 

  それぞれの学習活動とＭＬＡとの関連を示したものである。補助資料３にあるように，ＭＬＡ

と関連した取組を行うことで，協働的な学びが取り組みやすくなるものと考える。 
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補助資料５ 「授業実践学習指導案」(第５学年「偶数と奇数，倍数と約数」 第７時) 

第５学年算数科学習指導案 

                           指導月日 令和元年９月10日 

所属校名 石巻市立山下小学校   

                氏名   田中 浩司    

  

１ 単元名 「偶数と奇数，倍数と約数」(東京書籍 新編新しい算数５上) 

    

２ 単元の目標 

(1) 整数は，観点を決めると偶数と奇数の２つの集合に類別できることのよさに気付き，ある数の倍

数，約数の集まりを集合として捉えようとしたり，生活に用いようとしたりする。 

(関心・意欲・態度) 

(2) 偶数，奇数，ある数の倍数や約数の集まりをそれぞれ１つの集合，また，公倍数，公約数の集ま

りをそれぞれの数の倍数や約数の集合の共通の要素からなる融合として捉えることができる。 

(数学的な考え方) 

(3) 整数を偶数と奇数に類別することができる。 

 倍数，公倍数，最小公倍数，約数，公約数，最大公約数を求めることができる。    (技能) 

(4) 偶数，奇数の意味や性質，すべての整数は偶数と奇数に類別できることを理解する。 

 倍数，公倍数，最小公倍数，約数，公約数，最大公約数の意味とその求め方及び素数について理

解する。                                 (知識・理解) 

 

３ 単元観 

本単元は，小学校学習指導要領解説算数編第５学年「Ａ数と計算」の「(1)整数の性質」を受けて設

定したものである。 

児童は第４学年までに，整数について，数のまとまりに着目し，十進位取り記数法やそれを用いた

筆算等の計算の仕方を学習してきた。第５学年では，乗法や除法に着目し，整数の性質について学習

する。整数の集合に類別したり，乗法的な構成に着目して集合を考えたりするなど，新たな視点から

整数を捉え直し，様々な場面に活用するとともに，数に対する感覚がより豊かになるよう指導する。 

ここで育成される資質・能力は，同じ大きさを表す分数を調べたり，約分や通分をしたりする際に

用いるだけでなく，第６学年での等しい比，中学校第 1 学年「Ａ数と式」における自然数を素数の積

に表すこと，第３学年の式の展開や因数分解の基礎となる内容である。 

 

４ 児童の実態［第５学年１組 男16名 女19名 計35名］ 

(1)  協働的な学びに関する意識調査より 

 

 

 

 

 

 

 協働的な学びに関する意識調査では，多くの児童が自分の考えを伝えたり，友達と話し合ったりす

ることができていると感じている。設問③の「間違いなどを気にしないで自分の考えを学習班の友達

に伝えることができるか」では，「どちらでもない」「いいえ」と回答した児童が37％(13名)おり，協

働的な学びを効果的に取り入れていく中で，児童が友達と関わり合いながら学習することのよさを実

感し，自分の考えを伝えることへの意欲を高めていきたい。 

図２ 協働的な学びに関する意識調査 

ｎ＝35 
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(2) ＣＲＴの結果より 

昨年度実施したＣＲＴでは，本単元に関わる数と計算領域の平均得点率において，全国平均得点率

を下回った。また，内容別では，整数の仕組みは全国平均を上回ったのに対し，除法については，全

国平均を下回った。本単元では約数や公約数求める場面において，つまずきが予想される。 

 

領域別得点率  本学級平均正答率 全国平均正答率 

数と計算 68.3％ 77.1％ 

大きい数や整数の仕組み等 82.1％ 74.7％ 

わり算 65.9％ 70.8％ 

(3) アセス(学校適応感尺度)の結果より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度６月に実施したアセスでは，本学級の適応感は，全ての項目において良好である。学級の適

応感の状況から，効果的に協働的な学びを取り入れることで学習の深まりや，よりよい人間関係づく

りが期待できる。 

 

５ 指導観 

本単元のねらいは，偶数，奇数及び倍数，約数などについて知り，整数の性質についての理解を深

めるとともに，整数の見方や数についての感覚を豊かにすることである。乗法及び除法に着目し，観

点を決めて整数を類別する仕方を考えたり，数の構成について捉え直したりするとともに，学んだこ

とを日常生活に生かすことができるよう指導していく。 

奇数と偶数では，整数全体を乗法の観点で２つに類別する仕方を考えさせ，整数の性質への理解を

深めさせていく。倍数や約数では，乗法や除法を用いて表される整数の集合について考えさせ，２つ

の整数に共通する倍数や約数を調べることで，更に整数への理解を深めさせていく。 

 第５学年の算数科における学びに向かう力，人間性等の目標は数学的に表現・処理したことを振り

返り，多面的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考える態度，数学のよさに気付き，学習

したことを生活や学習に活用する態度を養うことである。これまで，学習してきた事柄や経験を踏ま

えて，数学的に表現・処理したことへの振り返りに加え，結果を多面的に捉えて検討し，それをより

よいものにするために粘り強く考えていくことを重視し，それらを生活や学習へ活用できるようにし

ていくことが大切である。 

向社会的スキル 

非侵害的関係 

友人サポート 

学習的適応 

図１ アセスの結果(個人分布・学級平均)について 

ｎ＝35 

人間関係に係る適応感 

ｎ＝35 表１ 本単元に係るＣＲＴの結果一覧(全国比) 

学習的適応 

対
人
的
適
応 

学習に係る適応感 

学級平均票 個人分布表 
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 数学的活動は事象を数理的に捉え，算数の問題を見いだし，自立的，協働的に解決する過程で行わ

れるものであり，児童が問題を解決する際，友達と考えを伝え合うことで学び合ったり，よりよい解

法に洗練させたりするための意見の交流など，対話的な学びを取り入れていく。 

 

６ 研究主題との関連 

 本研究は，実践モデルを活用し，算数科における協働的な学びを通して，共に関わり合いながら主

体的に学習に取り組む児童の育成を目指している。 

単元の目標や学習内容，児童の実態等を踏まえ，実践モデルに示した学習の流れや支援の手立て等

を選択し，授業づくりに取り入れることで協働的な学びを実践しやすくするものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 単元の指導と評価の計画 

 振り返りの視点：(学)学習内容についての振り返り(協)協働的な学びについての振り返り 

時 目 標 学習活動 主な評価基準 振り返りの視点 

１ ○偶数，奇数の意味 ・p.79 を見て，あたりとはずれをどのよ 関整数を偶数，奇数の観点 (協)誰のどん

図２ 本時の授業における実践モデル準備編の活用 

本時の学習が数量や図

形についての技能に重

点をおいていることか

ら，太枠の内容を参考に

授業づくりを行った。 

児童の実態に応じて学習活動や教師によ

る声掛けを選択し，授業づくりに生かして

いく。本時では太枠の支援を活用した。 

図３ 本時の授業における実践モデル授業編の活用 
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や性質，整数は偶

数と奇数に類別

できることを理

解する。 

うに２つに分けているか調べる。 

・偶数と奇数を，それぞれ２でわったとき

の余りについて調べる。 

・用語「偶数」「奇数」の意味を知る。 

からみると，すべての整

数はどちらかの集合に必

ず入ることのよさに気付

いている。 

技整数を偶数と奇数に分け

ることができる。 

知偶数，奇数の意味や性質

を理解している。 

な学びの姿が

良かったか。 

２ ・偶数，奇数はどのように並んでいるか調

べる。 

・すべての整数は，偶数と奇数に分けられ 

ることをまとめる。 

(学)奇数と偶

数の違いや性

質を書く。 

３ ○「倍数」「公倍数」

「最小公倍数」の

意味について理

解する。 

・鉛筆とキャップの数が等しくなるのは 

何本のときか考える。 

・用語「倍数」を知る。 

・用語「公倍数」「最小公倍数」を知る。 

考３の倍数や４の倍数の数

の集まりを１つの集合と

して捉えている。 

考数直線を活用し，倍数は

規則的な間隔で限りなく

存在すると捉えている。 

知倍数，公倍数，最小公倍

数の意味を理解してい

る。 

(協)学習班で

の学びで良か

ったところと

次に良くして

いきたいとこ

ろ。 

４ ・倍数，公倍数の意味を確かめる。 

・偶数は２の倍数という視点で見直す。数

直線上を使って公倍数を見つける。 

(学)公倍数を

自分の言葉で

まとめる。 

５ ○２つの数の公倍

数は，最小公倍数

の倍数になって

いることを理解

する。 

・４と６の公倍数の求め方を考える。 

・公倍数は最小公倍数の倍数であること 

に気づき，公倍数の求め方に活用する。 

考公倍数の求め方を，公倍

数の意味や性質などを基

に考え，説明している。 

技公倍数，最小公倍数を求

めることができる。 

(協)誰の説明

が一番納得で

きたか(理由も

含めて)。 

６ 

 

○３つの数の公倍

数の求め方を理

解する。 

・２と３と４の公倍数の求め方を考える。 技３つの数の公倍数，最小

公倍数を，数直線を活用

し求めることができる。 

(学)最小公倍

数を，求めると

きのポイント。 

７ 

本 

時 

○公倍数を適用し

て，問題を解決で

きる。 

・縦２㎝，横３㎝の長方形の紙を同じ向き

に敷き詰めて正方形をつくるときの，一

番小さい正方形の1辺の長さの求め方を

考える。 

・公倍数を用いて問題場面を考え，正誤に

ついて学習班で話し合う。 

技公倍数を用いて，問題を

解決することができる。 

(協 )今日の学

習班での学び

の良かったと

ころと次に良

くしていきた

いところ。 

８ ○「約数」「公約数」

「最大公約数」

「素数」の意味に

ついて理解する。 

・縦12㎝，横18㎝の長方形の中に合同な 

正方形を敷き詰めるとき，隙間なく敷

き詰められるのは，１辺の長さが何㎝

の正方形のときか考える。 

・縦に隙間なく敷き詰められる場合を調 

べる。 

・用語「約数」を知る。 

・約数と倍数の関係を捉える。 

・約数の性質(ある数を約数でわった商も 

またある数の約数になる)を調べる。 

考12の約数や18の約数の数

の集まりをそれぞれ１つ

の集合として捉えてい

る。 

考約数の個数は有限である

ことに気づき，説明して

いる。 

知約数，公約数，最大公約

数，素数の意味について

理解している。 

(学)約数の特

徴についてま

とめる。 

９ 

 

・横に隙間なく敷き詰められる場合を調 

べる。縦，横ともに隙間なく敷き詰め

られる場合を調べる。 
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・用語「公約数」「最大公約数」を知る。 

・用語「素数」を知る。 

10 ○2つの数の公約数

は，最大公約数の

約数になること

を理解する。 

・24と36の公約数の求め方を考える。 

・公約数は最大公約数の約数であること 

に気付き，公約数の求め方に活用する。 

・３つの数の最大公約数を求める。 

考公約数の求め方を，公約

数の意味や性質などを基

に考え，説明している。 

 

(学)公約数の

求め方を自分

の言葉でまと

める。 

11 ○学習内容の定着

を確認する。 

・「しあげ」に取り組む。 知基本的な学習内容を身に

付けている。 

 

 

８ 本時の計画  

(1) 目標 

公倍数を適用して，問題を解決できる。 

(2) 本時の指導に当たって 

  本時は，前時までに学習した公倍数や最小公倍数を適用し，長方形を敷き詰めて正方形を作る問

題を解決することを通して，公倍数への理解を深め，学習内容への理解を深めていく。本学級の児

童の実態に応じて，協働的な学びに係る支援を授業実践モデルから設定し，本時の目標に近づける

手立てとしていく。 

導入では，学習課題や問題にある条件を確かめ，「同じ向きにすきまなくしきつめる」ことが理解

できない児童が予想されることから，具体物の操作を通して具体的に理解させる。 

  展開では，公倍数や最小公倍数を適用することで解決する過程を具体物の操作やノートにまとめ

る活動を通して理解を確かなものにしていく。そして，見いだした解決方法を活用して様々な敷き

詰め方を考え，学習班の友達と関わり合いながら正誤を検証させる中で学びを深めたり，よりよい

関係作りにつなげたりしていきたい。 

終末では，単元を通して設定した振り返りの視点を用いる。本時では，協働的な学びに関連した

視点を示し，友達と関わりながら学習することのよさを実感できるようにする。 

(3) 指導過程(別紙) 

(4) 本時の評価 

評価の観点 評価規準 十分満足できる 努力を要する児童への手立て 

技能 

・公倍数を用いて，問

題を解決することが

できる。 

・公倍数を用いて，問題を解決する

と共に，公倍数を用いて問題場面

を作ることができる。 

・本時で扱う問題と公倍数の関連を

具体物の操作を通して理解させ

る。 

(5) 準備物  

教師：掲示資料，ワークシート，ホワイトボード，長方形のカード 

(6) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで長方形をしきつめてできる，一番小

さな正方形をつくろう。 

たて２ｃｍ，横３ｃｍの長方形を同じ向き

にすきまなくしきつめて，正方形を作ります。 

できる正方形のうち，いちばん小さい正方

形の１辺の長さは何ｃｍですか？ 

長方形の辺の長さの最小公倍数を

求めると，正方形の辺の長さが分

かる。 

学習班で学ぶとき 

・友達の話を大切に 

聞く。 

・友達が納得できる 

ように伝える。 

・みんなで考える。 


